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資料 

モウソウチクの低位置ウラ止めの試み＊1 

 

岩元高治＊2・濵田肇次＊2
 

 

はじめに 

 

 鹿児島県（以下本県という）は，竹林面積が全国一位（農

林水産省 2023），モウソウチクなどのたけのこ生産量が全

国二位となっており，全国生産量の約 4 分の 1 を占めてい

る（鹿児島県環境林務部 2023）。 

台風常襲県である本県にとって台風被害対策が重要で

あり，生産現場ではウラ止め (親竹の梢部を切り捨てて高

さを制限すること) の実施を指導している（鹿児島県森林

技術総合センター 2023）。しかし，枝が 1～3 本伸び始め

た頃に行う「揺すり落とし」や，5～6ｍの竹竿の先に鎌を

取り付けて枝を 18～20 本残して「刃物で切断」するウラ

止めは，先のとがった先端部が 5ｍ以上の高い位置から頭

上に落下する危険を伴う。このため，一般的なウラ止め（5

ｍ以上）よりも早く，枝が伸びる前の状態のうちに梢部を

切り落とせば，低い位置でのウラ止めが可能になると思わ

れるが，枝が確認できない状態での切断は位置の判断が難

しい。 

そこで，枝の出ていない伸長中のモウソウチクの梢部を

地上高 2.5ｍの位置でのこぎりにより切断するウラ止めを

試み，親竹に必要な枝条量の確保が可能であるかを確認す

るため，発生枝数などを調査したのでその結果について報

告する。 

 

試験地と方法 

 

１ モウソウチク林の現況 

 調査は，姶良市蒲生町上久徳の鹿児島県森林技術総合セ 

ンター内にある平坦地のモウソウチク林で行った。モウソ

ウチクの平均稈高は13.6ｍ，平均胸高直径は9.0cmであり，

久米村ら（2009）が鹿児島県さつま町で調査した竹林の平

均稈高 16.7ｍと比較すると成長の良くない地況である。 

２ 低位置ウラ止めの実施および調査 

タケノコから成長した新竹 3本の高さが 2.7～2.9ｍに達

した時点でウラ止めを行った。ウラ止めは 4 月 19 日また

は 24 日に，三脚とのこぎりを用い上方から 30cm または

40cm の位置で梢部を斜めに切断して行った（写真 1）。切

断面に稈が直径 1cm 以上見られない場合は，切断面より

さらに下げた箇所を再切断した（表 1）。なお，皮を除去

するとその部分の節間の伸長が止まる（野村 1987）こと

から，節（竹）の成長に影響が生じないよう，切断部以下

の皮は自然に落下するまで放置した。ウラ止めした竹（以

下「低位置竹」）はそのまま成長させ，11 月 21 日に伐採

し，稈長，節数，節長および枝数等を計測し，枝条部はす

ぐに重量を測定した。対照として 2017 および 2022 年に揺

すり落としによりウラ止めを行った竹（以下「揺すり落と

し竹」）3 本についても同日に低位置竹と同様の調査を行

った。また，4 月 24 日に竹高 2.02m の竹 1 本を上方より

40cm の位置で切断し，11 月 21 日に稈長および枝数を計

測した。 

 

 

写真 1 低位置ウラ止め実施状況（A） 
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結果と考察 

 

低位置竹と揺すり落とし竹の稈部の形状等の測定結果

を表 2 に示す。低位置竹の平均稈長は 526cm，揺すり落と

し竹の平均稈長は 823cm と約 3ｍの差が生じた。これは，

低位置竹の平均節数は 30.0 個であるのに対し，揺すり落

とし竹の平均節数は 35.3 個となっていることが影響して

いると考えられる。低位置竹と揺すり落とし竹の地表面か

らの節順別平均節長を図 1 に示す。低位置竹の節はウラ止

め以降も成長を続け，節長のピークは揺すり落とし竹より

4 段地表に近い 21 段目であり，30 段目までの節長は 20cm

以上で揺すり落とし竹と同様の成長量を示した。また，低

位置竹は揺すり落とし竹よりも節数が少なく，平均稈長も

約 3m 低かったが，平均枝条重量は 4.8kg であり，揺すり

落とし竹の平均枝条重量 4.9kgと比較するとその差はわず

か 0.1kg であった。これらのことから，低位置ウラ止め方

法は親竹に必要な枝条量を確保できる有効な方法である

と考えられる。 

一方，低位置竹の枝数は 12.7 本しかなく，刃物による

ウラ止めの目安とされる 18～20 本（鹿児島県森林技術総

合センター 2023）に足りなかった（表 2）。4 月に切断し

た梢部 A の切断面のすぐ上の節には写真 2 のとおり既に

5cm ほどに成長している枝芽が確認されたので，より上部

で切断していれば，今回よりも多くの枝数を確保できたも

のと考えられる。さらに，竹高 2.02m の竹は梢部切断後， 

 

稈は長さ2.5mまでしか成長せず，枝は6本しかなかった。

この竹の 4月のウラ止め時の切断面は稈が切断面の 6割程

度を占めていた（写真 3）。一方，稈長と枝条重量が最大

になった B の切断面（写真 4）では，稈の占める割合が約

2 割となっていた。このため，低位置ウラ止めの梢部切断

位置の良否については，切断面に占める稈の割合がひとつ

の判断基準になるものと考える。 

たけのこ生産者の減少や高齢化が進行する中，作業者の

安全性に配慮していくことは，本県のたけのこ生産におけ

る喫緊の課題であるため，今後も低位置ウラ止めを調査し

ていく必要がある。 
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